
練習試合 2015 年 8 月 9 日 井原高校 ＶＳ 矢掛高校 ＠井原球場

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 計

井 原 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1

矢 掛 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

矢 山木、三澤魁太 － 林

矢掛高校の先発は１年生右腕の山木（美星中）

1 回表、井原高校の攻撃。一死から死球で出塁を許し、犠打を決められ二死二塁とされる。ここで次打者に左前

打を放たれ、初回に１点を先制される。

1 回裏、矢掛高校の攻撃。一死から竹井（美星中）が四球で出塁し、盗塁を決める。続く林（真備東中）と三澤

大地（真備東中）が連続四球で出塁し、一死満塁と逆転の大チャンスとなる。だが、福尾（井原中）が

放った三ゴロが併殺となり、チャンスをものにすることができない。

2 回表、井原高校の攻撃。先頭打者に左前打を放たれるも捕手：林の好送球で盗塁を刺し一死とする。しかし、

連続四球を与えてしまい、一死一・二塁のピンチとなる。ここで、遊ゴロを併殺とし、ピンチを脱する。

2 回裏、矢掛高校の攻撃。井原高校投手交代。先頭の多賀尚（矢掛中）が左前打を放ち出塁。続く片岡（矢掛中）

の進塁打で二進するも、後続が倒れ点を奪うことができない。

3 回裏、矢掛高校の攻撃。二死から林が四球で出塁、続く三澤大地が死球で出塁。さらに失策で二死二・三塁と

逆転の大チャンスとなる。だが、このチャンスに内野ゴロに倒れ、この回も無得点に終わる。

4 回表、井原高校の攻撃。一死から左前打を放たれる。さらに二死から四球を与えてしまい二死一・二塁とされ

るも次打者を三振とし、追加点を与えない。

5 回表、井原高校の攻撃。矢掛高校投手交代、一年生右腕の三澤魁太（真備中）へ。二死から死球を与えてしま

うも、次打者から三振を奪い、好リリーフを見せる。

5 回裏、矢掛高校の攻撃。先頭の山木が四球で出塁。続く片岡、竹井の犠打で三塁へ。二死三塁のチャンスとな

るも、内野ゴロに抑えられ、この回も無得点に終わる。

6 回表、井原高校の攻撃。一死から失策で出塁を許し、盗塁を決められる。さらに内野ゴロで三進されるも、三

振を奪い追加点を与えない。

6 回裏、矢掛高校の攻撃。ここで代打：山室（美星中）が登場するも、内野ゴロとなる。二死から多賀尚が四球

で出塁するも、次打者が飛球に倒れ、チャンスを作ることができない。

8 回表、井原高校の攻撃。一死から左前打を放たれ、盗塁を決められる。さらに連続死球で一死満塁のピンチと

なるも、ここは三澤魁太が踏ん張り、追加点を与えない。

8 回裏、矢掛高校の攻撃。二死から三澤魁太が左越二塁打を放ち、同点のチャンスとなる。このチャンスは飛球

に抑えられこの回も点を奪えない。最終回に望みをかける。

9 回裏、矢掛高校の攻撃。二死から代打：高見（小北中）が登場するも三振となり、ゲームセット。

矢掛高校は井原高校に 0‐1 で敗れた。この試合ではチャンスの場面は多くあったものの、なかなか一

本がでず苦しい試合となった。投手の制球も安定しておらず、死四球が目立っていた。この練習試合は

課題が多く見つかる試合だった。これからの練習や練習試合でチームの課題はもちろん、各々の課題も

発見し、みんなで話し合いながら、その後の練習で克服していきたい。（文責：齋藤 穂香）

新チームの戦績 勝 敗0 分


